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	産業成長や地域課題の解決、
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	新たな価値や未来を構想するための考え方を、
	全4回の講座で実践的に体験いただきます。
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	「構想する力」に触れていただくことを目指しています。
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	事業構想大学院大学とは
	事業構想大学院大学は、AI時代・不確実な時代に求められる、「社会や顧客の変化から課題の本質を捉え、実現したい未来を描き、事業として実現する道筋をつくる」事業構想について、日本で唯一体系化したカリキュラムを保有する社会人向け大学院です。
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	WHY PROJECT DESIGN NOW

	なぜいま「構想力」なのか
	事業構想大学院大学で学ぶのは、
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	社会や顧客の変化を捉え、実現したい未来を描き、
	それを事業として動かしていく力です。
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	・まだ満たされていないニーズや課題の本質を見つける。
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	AIを使うことは、もう特別ではなくなる
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	これまで以上に速く、効率的になっています。
	AIを使うこと自体は多くの仕事で当たり前の前提になります。
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	AIを使えるかどうかではありません。
	社会の変化を捉え、
	自分たちの経験や資源、多様な知を結びつけながら、
	まだ存在していない未来を描き、その実現への道筋を考える。
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	新規事業研修や事業コンテストで提案される企画は、
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	市場分析、ターゲット設定、ビジネスモデル、収益イメージ。
	AIを活用すれば、一定水準の企画を、
	短時間でまとめられるようになりました。
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	似たような解決策が多い。論理は通っていても、
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	「どのような未来を実現したいのか」
	「誰に、どのような価値を届けるのか」
	「自社や地域の資源を、どのように活かすのか」
	という問いは、
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	AI時代に求められるのは、問いを立て、
	価値を見出し、未来を具体化する力です。
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	大学院の学びを、全4回で体験
	ここまでご紹介した事業構想大学院大学の学びから、
	未来を描き、実現への道筋を考えるための
	エッセンスを凝縮した講座を実施します。
	文部科学省が推進するリスキリングの取り組みの一環として、
	大学院での学びをより身近に、
	気軽に体験いただける全4回のプログラムです。
	新規事業や既存事業の変革、地域課題の解決など、
	具体的なテーマがまだ決まっていない方もご参加いただけます。
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	地域未来構想人材育成プログラム 大阪
	事業構想大学院大学 大阪校(グランフロント大阪 タワーC 10F)
	オンライン(ZOOM)
	※会場・オンライン同時開催

	会場
	受講料
	10,000円
	日程｜全4回
	「顧客を創り、未来をデザインするマーケティング思考」(小宮 信彦 特任教授)
	第2回　11月9日（月）18:30〜21:00
	「テクノロジーで変わる世界を、どう捉えるか―未来の兆しを読み解き、
	自分たちの「次」を構想する ―」(藤井 康弘 教授)
	第3回　11月16日（月）18:30〜21:00
	「持続可能な新規事業開発の進め方」(橋本 良子 特任教授)
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	(田村 典江 准教授)
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	受講料
	10,000円
	日程｜全4回
	―未来の兆しを読み解き、自分たちの「次」を構想する ―」
	(藤井 康弘 教授)
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	(下村 智典 助教)
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	日程｜全4回
	「顧客を創り、未来をデザインするマーケティング思考」
	(小宮 信彦 特任教授)
	第2回　10月30日（金）18:00〜20:30
	「正しい」を哲学する― 答えのない時代に、
	自分の判断軸を問い直す哲学的思考」(下村 智典 助教)
	第3回　11月13日（金）18:00〜20:30
	「アントレプレナーシップとまち育て」
	(ゲスト講師 和田 真治 和歌山大学 アントレプレナーシップデザインセンター
	起業家精神涵養教育部門 教授 (副センター長))
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	次の一手を構想する-」(田村 典江 准教授)
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	応募方法
	本プログラムは文部科学省事業の一環として実施するため、エントリーフォームにご入力いただく自己紹介や本プログラムへの応募目的等をもとに、受講の可否を確認させていただきます。
	内容を確認のうえ、受講の可否をご連絡させていただきます。なお、受講可能とさせていただいた方には、あわせて、受講料のお支払い方法についてもご案内いたします。
	まずは、エントリーフォームより必要事項をご入力のうえ、お申し込みください。
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